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働く者の想いを正しく伝えるべく

議論を尽くして2024春闘に臨もう！！

労使関係は是々非々の態度で
　バブル崩壊後の労使関係について、藤村氏は「不
況を乗り越えるため、緊急避難として、労働組合（以
下、労組）は経営と同じような論理で考えてきた」と
しています。しかし、「経済が正常に戻れば、労使
が心情として90度の角度で座る、つまり是々非々
の態度で臨むことが必要である」としています。

労働組合の役割は靴に入った
小石を取り除くこと
　「労組の役割」について、藤村氏は「靴の中に入っ
た小石を取り除くこと」に例え、以下の3点が必要
とされています。

  ①歩きにくいことに気付く
  ②歩きにくさの原因を特定する
  ③原因を取り除く

　また、労組に必要なこととして、「問題は発見で
きないと解決できないため、労組は常に普段の状
態を知り、異変に気付くことが求められている」と
述べています。労組には「何かいつもと違う」とい
う違和感が大切になると言えます。

日本型雇用の良さと課題
　近年、日本では、企業が抱える人事関連の問題
を解決するためにジョブ型雇用に関心が高まってい
ます。一方で、藤村氏はメンバーシップ型雇用の良
さについて、「お客さまとの関係を長期の視点で考
えているから、日本には他の国にないサ－ビスがあ
る。メンバーシップ型雇用がこの基盤にある」として
います。一方で、「問題の１つに、お客さまを第一と
する従業員の頑張りに経営者が甘えてきたことにあ
るのではないか」と指摘します。

コスト競争が賃上げを阻んできた
　日本の賃金は、長年にわたり賃金が上がらない
状況が続いています。(上図参照) 
　実感はないものの、経済指標が「好況」を示し
ている中、賃金が上がらない一因として、藤村
氏は「人件費比率は高くないにもかかわらず、経
営は『人件費負担が大変だ』ということを理由に
して、また労組も理解を示して賃上げを我慢し
てきた。それが結果的にコストで競争できると
いう錯覚を経営者に与えてしまった」と述べてい
ます。「イノベーションを起こして、コスト以外の
競争力を高めなければならなかったのに、そう
なっていない」と指摘しています。

働く者の想いを正しく伝えることが大切
　こうした背景を踏まえ、2024春闘にはどのよう
な姿勢で臨むべきなのでしょうか。藤村氏は、労組

は経営とは異なる論理で行動するという意識を持
った上で、

●消費者物価の上昇に賃金引上げが追いつい
ていないこと
●従業員は厳しい経済情勢の中で頑張ってい
ること
●日本経済の成長のために個人消費を伸ばす
必要があること

等を経営に働く者の想いを正しく伝えることが大切
だと言います。
　「強い組織は、①構成員が課題達成に対する強
い意欲を持っている、②変化対応力が優れてい
る、③構成メンバーが弱音を吐ける」という藤村
氏の言葉をエールに、各組合が議論を尽くして
2024春闘に臨めるよう、生保労連としても強力
に後押しをしていきたいと思います。

　生保労連は、1月に開催した中央委員会終了後のセミナーに、労働政策研究・研修機構の藤村博之理事長をお
招きし、「2024春闘に労働組合はどう臨むか？」と題する講演をいただきました。
　そこで、当日の講演内容のポイントについて、「労使交渉の正常化」「労働組合の役割」「日本企業の雇用方
式の特徴」「賃金が上がらなかった理由」「2024春闘に臨む姿勢」の５点に分けてみなさんにご紹介したいと
思います。

「生保労連セミナー」を開催
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